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登録リスト（該当：682件）
  ≪  1  2  3  4  5  6  7  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 上田市観光会館]	上田市観光会館	上田城の目の前に位置する、上田市観光会館。1階はお土産処となっており、2階が観光案内所になっています。2階入口には、サマーウォーズのキャラクターたちの看板がお出迎えしてくれます。中に入ると、上田を舞台とした作品にちなんだ展示物があり、特に真田丸にちなんだ甲冑やとサマーウォーズをモチーフにした工芸品など、ファンにとっては欠かせないスポットになっています。上田市は映画のまちと言われるほど、多くの作品のロケ地になっていることをここに来てはじめてしりました。
　特に印象的だったものとしては、「聖地巡礼ノート」。表紙にはサマーウォーズでおなじみ細田守監督の直筆イラストが書かれています。これは案内所の窓口で見ることができ、旅の記録としてノートに直接書き込むことができます。現在ノートはNo.8まで	2022-08-09
	2	[image: 眞田神社]	眞田神社	上田城内でも賑わいを見せていたの眞田神社です。
写真スポットとして、神社の中には、直径2メートル、高さ2.7メートル、あの真田幸村が使っていたかぶとと同様に鹿角をつけた朱色の巨大なかぶとがあります。また涼しげな厄祓い風鈴が連なるきれいな場所もあり、いかにもインスタ映えしそうだなと思えるところです。　　
　私が独特だなと感じたのはおみくじ通りです。あまり他の神社では見られない、いろんな種類の趣向を凝らしたおみくじが所狭しと並んでいました。家族や友人と運試しをしてわいわい盛り上がれる良い思い出づくりになるのではないでしょうか。サマーウォーズの大ヒット祈願を行った場所でもありますし(ほんとに大ヒットになった)、ご利益も期待できそうですね。
　	2022-08-09
	3	[image: 上田城]	上田城	大きな門がお出迎えする上田城。ここで思い浮かべるとしたら真田一族をおいて他にないでしょう。真田の父、真田昌幸によって築城された上田城は第一次・第二次上田合戦で徳川軍を二度にわたり撃退した難攻不落の城として知られています。NHKの大河ドラマ「真田丸」でも注目を集めました。また、上田城の東虎口櫓門（ひがしこぐち・やぐらもん）はサマーウォーズの陣内家の門のモデルになっています。
　観光客の姿は、門付近と真田神社で多くみられましたが、上田城跡公園内は忍者修練場などはあるものの、閑散としていている印象をもちました。
　途中に博物館もありましたが、人はあまり入っていないようでした。個人的な感想ですが、資料館には堅い雰囲気があり、気軽に入りずらいということと興味のない人は楽しみ方がわからないと	2022-08-09
	4	[image: ガソリンの価格差：信州と茨城]	ガソリンの価格差：信州と茨城	▲上：長野県上田市　▲下：茨城県かすみがうら市

7/22、茨城に行った際の記録。
長野県上田市のGSではレギュラー175円、ハイオク186円。
茨城県かすみがうら市のGSではレギュラー161円、ハイオク172円。レギュラー、ハイオクとも茨城の方が14円も安い。

長野県内でのガソリン価格が高いのは内陸故のハンディか、特にガソリンの価格差は常に大きいと感じます。	2022-07-24
	5	[image: 北茨城あんこうらーめん]	北茨城あんこうらーめん	先日北茨城まであんこうらーめんなるものを食べに訪れました。

茨城といったらあんこう(県魚はヒラメですが)。

そんなあんこうをらーめんにしていると聞き、是非食べてみたいと思い出発。

ラーメンの上にはあん肝が乗っており、味噌の濃厚な風味とマッチして非常に美味でした。

聞くところによると、このあんこうラーメンは様々なメディアに取り上げられている有名なグルメだそうです。

たまにはこういったグルメ旅行もいいなと感じました。	2022-07-16
	6	[image: 茨城ならでは、イガグリの風景]	茨城ならでは、イガグリの風景	かすみがうら市（出島村→霞ヶ浦町）は、かつては日本一の栗の産地でしたが、その後は生産量が減少し、六次産業に励む笠間市に首位の座を奪われて久しくなります。

かすみがうら市の私の家のすぐ隣にその後植えられた栗の木があり、ちょうどいがぐりがなっていました。いがぐり。茨城の風景です。見た目が美しく、ついつい手に取ってみたくなりますが、触れたら痛いぞ。	2022-07-06
	7	[image: 富山]	富山	６月１５日（水）

弾丸富山旅行へレッツゴー！
（実はこの記事は石川県金沢市で書いているのだが　笑）

富山＝チューリップと薬売しかイメージがなかった私は何があるんだろーと思いながら運転をした。

すると駅前に「Amazing　Toyama」と書かれたモニュメントが。
探してみると富山駅前だけではなく富山城にも！

やっぱり、実際来てみないとその県、その土地の良さは分からないなぁと実感。

富山は道も町もとても綺麗。ご飯もおいしいし、住みやすい素敵な町だなとおもった。

さらに、なんと「あじさい」を発見！
今年初のあじさいを富山で見るとは！
また、１つ素敵な思い出が増えた。

あじさいの葉言葉は「移り気」「浮気」「無情」
何でこんなネガティヴな花言葉になったんだろう。
梅雨の時期だから気分が憂鬱になる人	2022-06-16
	8	[image: 松本城]	松本城	6月14日

松本城にお友達と訪れた。

松本城の周りを歩いて写真を撮ろうとしたら、
「そこからじゃなくて、こっちからだとより立体的に撮ることができるよ！」
と松本城のガイドさんが話しかけてくださった。

そして、写真まで撮ってくださった。
ポイントは城の３面を写すこと、そして手前にある木を写すこと、と説明してくれた。

確かに見てみると
とてもいい写真。友達との良い思い出になった。	2022-06-15
	9	[image: 山家神社]	山家神社	2022.06.09（木）

上田市眞田、山家神社へ。（写真）



山家神社は古くから上田城の守護神として、
歴代上田上藩主から一般民衆に至るまで
深い信仰があったとされている。



鳥居にはおおきな桜の木があり、
とても風情が感じられる。

境内に入ると森に入ったように
自然が周りに広がっており時間の流れをゆっくり感じることができた。（写真）



宮司さんの書いた「白山大権現」（写真）と私の御朱印帳の文字（写真）を見てみるととても字体がよく似ている。

御朱印は去年12月にいただいたもの。

きっと宮司さんが書いてくれたものではないかな、と思った。



現在、アリオ上田店「赤ちゃん本舗」と山家神社はコラボしており宮司直筆の腹帯守りと御朱印のプレゼントを行っている。

お堅いイメージのある神社が
少し	2022-06-10
	10	[image: さながらワルハラ城、角川武蔵野ミュージアム]	さながらワルハラ城、角川武蔵野ミュージアム	所沢に出現した巨大な石造りのように見える城塞。何だと思いますか？

現代の都市環境に石でできた堅牢な城塞に見えます。周辺の都市環境の中で、一際目立ち、異物感があります。誰もが「なんだ、あれ」と思って見てしまうインパクトがあります。さながらワルハラ城。ワーグナーの楽劇『ニーベルングの指環』のあの神々の城を真っ先に連想しました。あの隈源吾さんの建築デザインとは後から知りました。

角川武蔵野ミュージアムはこの異物感のある建築ばかりでなく、施設のコンセプト自体が常識を覆す画期的なミュージアムです。建物から歌舞いて（とんがって）います。松岡正剛さんが館長。ホームページを見ると、松岡正剛館長がいかにも、という感じで、そのコンセプトを披露しています。これは面白い！

★角	2022-06-05
	11	[image: 塩田城跡を目指して]	塩田城跡を目指して	実家を思い出すような激坂をのぼりながら随所に見られる案内を見る。
塩田城跡はどのようなものなのだろうか?	2022-05-12
	12	[image: 塩田城跡??]	塩田城跡??	塩田城跡との石碑があるが看板を見るに更に上に道が続くようだ。少し探索を行ったが土砂崩れとの看板や害獣用のトラップが見受けられたので深入りするのはやめておく。	2022-05-12
	13	[image: 戸倉上山田温泉 夏祭り]	戸倉上山田温泉 夏祭り	戸倉上山田温泉夏祭りは、開湯当時から千曲川の洪水の被害にあった当温泉において、水の神様の怒りを鎮め、また、いで湯に感謝する水天宮の祭事が由来です。

昼には、各地区から子供たちの神輿や山車が練り歩きます。
昼から夜に向けては、提灯行列を先頭に、木遣り、勇獅子、暴れ神輿と呼ばれる 4基の神輿（若連神輿）が上山田温泉街を練り込みます。
露店もたくさんあり、非常に盛り上がるお祭りです。

神輿に一度参加したことがありますが、本当に熱量がすごく、また飲食店や旅館の方のふるまいが美味しく、とても楽しかったです。近年はコロナで中止になってしまっているので、また参加できるようになる日が待ち遠しいです。

約40kgもある獅子の頭を巧みに操る勇獅子の「狂い」（眠りに誘われた獅子が暴れ狂う	2022-05-10
	14	[image: 城町文庫]	城町文庫	毎日違うお店になれたら面白い」をテーマに、工芸・ワークショップ・教室・手芸・趣味・お城好きなど、様々な方が出店し、人と人が趣味でつながるカフェである城町文庫。松本城近くにある無人カフェで様々な用途に使えることが魅力。内装は落ち着いたおしゃれな雰囲気で、長時間いてもくつろげる空間がつくられていた。	2022-05-10
	15	[image: 上田城付近の桜]	上田城付近の桜	今年の四月にとても綺麗だと聞いて撮ってきた桜です。屋台もあって、人で賑わっていました。	2022-05-10
	16	[image: 松本城]	松本城	松本といってまず思い浮かべるのは国宝松本城だろう。
黒を基調とした外壁は美しく、戦国末期の日本最古である天守と平和な江戸時代初期の優雅な櫓とにより造られている。
その姿は季節によって変化する。
今回撮影した5月には緑の木々と松本城との景色が美しかった。また、記憶に残る姿として2月には初の試みであるレーザーマッピングが行われ、地元民にも光輝く松本城という新たな一面をみせてくれた。	2022-05-10
	17	[image: 初めて字幕動画を投稿してみての感想]	初めて字幕動画を投稿してみての感想	今年度の研究に沿った動画の投稿を始める前に、前年度の研究内容である「YouTubeを用いた情報発信とYouTubeという市場の難しさ」に沿った動画の投稿を終えました。
西日本特急20種類完全制覇の旅というシリーズの最終回になります。

【どこでもきっぷで行く！】JR西日本特急20種類完全制覇の旅　最終回



そして、今年度の研究テーマとして検討している「海外視聴者向けの国内旅行・公共交通機関紹介動画」に沿った動画を2本投稿しました。

・【茨城→札幌】簡単紹介！スカイマークで空の旅！

・【最終便→終電乗継！】この日最後の手段で羽田から札幌へ！


これら2本の動画は、これまで行っていた肉声ナレーションを行わずに字幕による解説に変更した他、英語圏の視聴者	2022-05-09
	18	[image: 海應院]	海應院	天文5年に創建された曹洞宗の古い寺。昔は小諸城内五軒町にあり、関ヶ原合戦の際に真田氏を攻めた徳永秀忠の宿舎にもなった。小諸市の花である｢コスモスミレ｣を見ることが出来る。寺までの石畳が距離があり、中に入っていくと外の喧噪が遠くなっていくのを肌で感じることが出来る。	2022-05-05
	19	[image: 飯山の路側壁にウサギの絵]	飯山の路側壁にウサギの絵	上越道を降りて飯山へ向かう途中の国道117号線の路側壁にウサギの絵が描かれていました。「あれ？　なんでここにウサギ？」と思いました。同時にチームラボのメディアアートのウサギを想起しました。添付の画像は、3月、茨城県水戸市の偕楽園で開かれたチームラボのアートイベントのウサギです。こうやって見比べてみればウサギの絵柄は全く別物ですが、飛び跳ねるウサギを描こうという発想がこのように偏在しているのは面白いと気づきました。	2022-05-04
	20	[image: ゴールデンウィーク、更埴JC手前の渋滞]	ゴールデンウィーク、更埴JC手前の渋滞	ゴールデンウィーク真っ只中の5/3、坂城ICから上信越道に乗り飯山方面へ移動。「坂城→更埴JC 渋滞8km 30分」と予告されていました。案の定、更埴JCに近づくと車の数が多くなり、渋滞気味になりましたが、ジャンクションに分岐すると同時に渋滞は解消しました。ジャンクションがボトルネックになっていることはその状況からも明らかです。

全国至るところ、特に首都圏から延びる高速道路（常磐道、東北道、関越道、中央高速、東名高速）は軒並み数十キロの渋滞でした。それに比べれば微小な渋滞の規模です。	2022-05-04
	21	[image: 京城日報での１３回忌の記事]	京城日報での１３回忌の記事	こちらは昭和５年１２月５日の京城日報です。11/12の冒頭に、志津衛１３回忌の法要が行われた記事が掲載されています。出火当時の様子や、その人柄、その後の家族の様子まで詳しく書かれています。外地であるはずの京城でも日本と同じように新聞が発刊されていること、当時の事件や広告記事など、現在とあまり変わりがないことに驚きます。
祖父俊三が京城大学在学中で、野球をしていると記載されています。上の兄たちとともに鈴木三兄弟と野球で有名だったそうです。	2022-02-24
	22	[image: 外地との行き来]	外地との行き来	志津衛の三男、祖父の俊三は大柄で、運動神経抜群。
京城中学校が甲子園に出場した時、ホームランも打っています。
外地の学校も、船で日本に遠征していた時の写真です。
甲子園での第12〜14回に出場し、成績も残っています。
12回大会は大正15年(１９２６年）なので、志津衛殉職の後7年後のこと。写真には手書きで、１９２７年とありますので、13回大会の時のものと思われます。
大正天皇は12月25日崩御なので、この年はすでに昭和２年の和暦となっています。
日本と京城間は、頻繁だったことに驚きます。	2022-02-24
	23	[image: 発行元とシリーズ]	発行元とシリーズ	先のサイクモノの裏表紙にある発行元、シリーズ等が記載されています。
東京教育大学の推薦図書といった宣伝文句があります。
12冊ほど発行の計画があったようです。最終の粘土、針金、木から、ヲリガミ細工に変更になったようですが、12冊と図解キリガミ12か月の13冊発行されたようです。
大正４年の２月から１１月頃にかけて、順次発行されていて、印刷した三日後ぐらいには発行となっています。
片面印刷したものを２折にして糸で２か所綴じてあります。発行部数がいくらかわかりませんが、なかなかの短納期です。中には再版、３版もあったようです。
一冊拾八銭で、送料２銭、６冊セットや１２冊セットなどで販売もしていたようです。
印刷所は神田三崎町にあった博信堂という印刷所、印刷した人の名前も書かれています。壬辰舎が	2022-02-23
	24	[image: この方が教え子でした。]	この方が教え子でした。	上田駅から山側へ上る道途中に小林正子さん、のちの女優松井須磨子さんが、住んでいた家に看板があります。
松代の生まれだそうですが、一時養女として育てられ上田尋常小学校に通っていたそうです。志津衛氏の教え子だったそうで、女優になった後、京城への公演の際には、面会の機会があったそうです。
志津衛殉職の大正７年１２月の年明けすぐ、前年１１月に亡くなった島村抱月の後を追って亡くなっています。	2022-02-22
	25	[image: 時間とともにネット上の情報が増えていく]	時間とともにネット上の情報が増えていく	たまたま書店で見つけた切り紙細工作家の方の本に紹介されていた鈴木江南著の本を、初めてカラーで見ました。その方もどこかの古本で手に入れられたのでしょう。
そのうち、古書の売買を専門にするサイトや、個人の所蔵品の売り買いのサイトができて、運よく実物を見つけることができるようになりました。手の届かない値段でない限り入手するようにしています。
こちらは、モンガタキリヌキ花の巻、シリーズになっている冊子の１号めだと思われます。裏表紙には、三越のマークが入っていて、何色かの色紙の付録がついた紙ファイルに収められています。一冊拾八銭とあります。。
古い本がアーカイブ化されネット上で見ることができるようにもなってきました。
東京や大阪にある国会図書館もネット検索で、少年少女向けの雑誌に、記事	2022-02-21
	26	[image: 書物とインターネット]	書物とインターネット	何度か御参りしている時に、戒名にある”江南”ってなに？京城と関係があるのかな？と思い、なぜか鈴木江南と検索してみると、一つのブログ記事にたどり着きました。
これが大きなきっかけになりました。作家で古書収集がご趣味だった黒岩比佐子さんの古書の森という収集した古書について説明とコメントを書かれたものの一つがヒットしたのです。子ども向けの教材のようなものでした。小学校の先生をしていたことはわかっていましたが、そんなものを作っていたということは聞いていないし、教材は東京の京橋区あたりで出版されています。今の距離感から考えても、一致するとはいいがたい。ただ
教材の中には当時の戦争の色や仁川など韓国にある地名などの記述もあり、それっぽい。確信が持てないまま時間が過ぎました。黒岩さんにも直	2022-02-21
	27	[image: 曾祖父との関係]	曾祖父との関係	人物伝にあるように、鈴木志津衛には４男２女の子供がいました。私は三男の俊三の孫にあたります。祖父が生まれた後、上田から京城（現ソウル）に渡り、日本人学校の
校長を務めていました。大正７年１２月の学校火災で、殉職しますが、その後も家族は、京城に暮らしていたようです。１９３７年生まれの父、敬之（ひろゆき）が小学校1年の時、終戦で日本に引き揚げるまでです。
聞いた話だと、京城から釜山経由で、山口県仙崎へ戻ってきたようです。その後、祖母の実家に縁のある岐阜などで過ごした後、銀行に勤めていた祖父の関係で大阪に暮らすことになりました。

写真は、子どもたちの写真です。
陽一さん・はるさん・忠雄さん・愛さん・俊三(祖父）
俊三の出生地は明治四十四年小県郡上田町二千百九十九番地となっています。	2022-02-21
	28	[image: 千曲川と近代文学①]	千曲川と近代文学①	近代の作家、島崎藤村は「千曲川旅情の歌」という詩を明治38年に発行された「落梅集」で初出している。
明治32年、小諸義塾の教師として信州・小諸に招かれ、小諸で6年間生活し、家庭を持った。
「千曲川旅情の歌」は「小諸なる古城のほとり」から始まる歌であり、長野での生活が藤村の歌に影響を与えていたことが分かった。


 『国立国会図書館デジタルコレクション』に、
『落梅集』が収録されている。	2022-02-15
	29	[image: 日米和親条約と日米修好通商条約]	日米和親条約と日米修好通商条約	出典：Wikipedia 下関戦争https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%8B%E9%96%A2%E6%88%A6%E4%BA%89

　最後に、忠固が関わった二つの条約について詳しく見ていきたい。
　日米和親条約の調印前に忠固(当時は忠優)は徳川斉昭との論争を制し、城中評議の場で五年後の交易承認という結論が出ていた。評議の翌日、斉昭は抗議の意思から参与辞職の意向を、自らの参与就任を推薦した老中首座の阿部正弘に伝えた。これを受けて阿部は、参与辞職を思いとどまらせるために会議の結論を覆し、交易の承認をしないという決定をした。そして日米和親条約は交渉術で勝った日本がアメリカから譲歩を引き出し、漂流民の人道的な扱いや食料・薪水・石炭の供与、長崎・下田・函館の開港などの内容に留まった。日米和親条約締結後、斉昭はアメリカの条約に基づいた「下田三箇条」と呼	2022-02-14
	30	[image: 上田紬×町歩きイベント実行委員会]	上田紬×町歩きイベント実行委員会	上田紬×街歩きイベント実行委員
大学生が実行委員となり、上田紬を着て柳町や上田城跡公園で街歩きをするイベントを開催している。

こういった上田紬が現代の日常に溶け込むよう様々な取り組みが数多く行われている。特に若者に向けての着付けのイベントや、上田紬が使われた小物などの販売が多い。若者をターゲットにすることで質の良い紬の良さがSNSなどで広まり、良い宣伝効果になるだろう。しかしまだまだ上田紬の認知度は低い。認知度をあげるには、実際その質の良さや繊細な作りを肌身で感じてもらえることがやはり大きいと考える。ゆえに着付けのイベントは普段味わえないことが楽しめる貴重なイベントだと感じる。また一回きりで終わるのではなく、リピートしてもらうことも大切だ。例えば二度目以降の参加で着付けの料金割	2022-02-09
	31	[image: 上田紬について④]	上田紬について④	上田紬の現在

上田紬はまだまだ認知度が低い。しかし現代で上田紬が親しまれるように、以下のようなものが行われている。

○上田紬イベントのインスタhttps://instagram.com/kimono_ev?utm_medium=copy_link

〇サントミューゼ
好きな色の糸を使いオリジナルコースターがつくれる上田紬の手織り体験ワークショップhttps://www.santomyuze.com/museumevent/morris_uedatsumugi/

〇小岩井紬工房
キモノマルシェや着物塾など、年間を通して様々な世代の人と関われるイベントを開催している。このキモノマルシェでは長野大学や信州大学の繊維学部など多くの大学生も参加した。
http://www13.ueda.ne.jp/~koiwai-tsumugi/ibent.html
https://ueda-navi.jp/archives/614

〇上田紬×街歩きイベント実行委員
大学生が実行委員となり、上田紬を着て柳町や上田城跡公園で街歩きをするイベントを開催してい	2022-02-09
	32	[image: 呉市の歴史～昔と現在の比較２～]	呉市の歴史～昔と現在の比較２～	これは、「呉海軍工廠」の様子。1889年に「呉鎮守府」が設置されるとそのもとに、「造船部」が置かれた。1903年に組織され、「呉海軍工廠」が誕生。東洋一の設備を誇り、ドイツの「クルップ」とならび、「世界の二大兵器工場」と称されるようになる。巨大戦艦「大和」、戦艦「長門」、航空母艦「赤城」などの海軍を代表する戦艦を数多く建造した。

出典：「海軍とともに発展した呉の街」
https://smtrc.jp/town-archives/city/hiroshima/p07.html	2022-02-09
	33	[image: 戦国時代の上田城]	戦国時代の上田城	戦国時代、天才的な軍略家として称された真田昌幸が、上杉家に対抗するため徳川家康を説得し、上田城を築城した。上田城の築城構想は、実に巧みなものとなっている。

千曲川の北岸一帯は、神川や矢出沢川が作った谷間にある、勾配の大きな扇状地となっており、千曲川の河岸段丘となっている。そのため、大外堀の役割を果たしているため、簡単には攻め込まれない。城の南端でも、千曲川の分流が高低差の大きな岸をつくっていることや、対岸や東側も難攻不落の地となっている。

この時代から土地を生かした築城がされていたとは驚きで、上田の土地柄ならではのことであると感じた。


参考文献・資料
・信州街あるき　上田城址を訪ねる

・上田城跡	2022-02-04
	34	[image: 上田紬の現在]	上田紬の現在	上田紬の現在
上田紬はまだまだ認知度が低い。しかし現代で上田紬が親しまれるように、以下のようなものが行われている。
○現代の上田紬イベントのインスタhttps://instagram.com/kimono_ev?utm_medium=copy_link
上田紬の魅力をもっと知ってもらうために
サントミューゼ
好きな色の糸を使いオリジナルコースターがつくれる上田紬の手織り体験ワークショップhttps://www.santomyuze.com/museumevent/morris_uedatsumugi/
小岩井紬工房
キモノマルシェや着物塾など、年間を通して様々な世代の人と関われるイベントを開催している。このキモノマルシェでは長野大学や信州大学の繊維学部など多くの大学生も参加した。
http://www13.ueda.ne.jp/~koiwai-tsumugi/ibent.html
https://ueda-navi.jp/archives/614
上田紬×街歩きイベント実行委員
大学生が実行委員となり、上田紬を着て柳町や上田城跡公園で	2022-02-08
	35	[image: 上田紬の現在]	上田紬の現在	上田紬はまだまだ認知度が低い。しかし現代で上田紬が親しまれるように、以下のようなものが行われている。
○現代の上田紬イベントのインスタhttps://instagram.com/kimono_ev?utm_medium=copy_link
上田紬の魅力をもっと知ってもらうために
サントミューゼ
好きな色の糸を使いオリジナルコースターがつくれる上田紬の手織り体験ワークショップhttps://www.santomyuze.com/museumevent/morris_uedatsumugi/
小岩井紬工房
キモノマルシェや着物塾など、年間を通して様々な世代の人と関われるイベントを開催している。このキモノマルシェでは長野大学や信州大学の繊維学部など多くの大学生も参加した。
http://www13.ueda.ne.jp/~koiwai-tsumugi/ibent.html
https://ueda-navi.jp/archives/614
上田紬×街歩きイベント実行委員
大学生が実行委員となり、上田紬を着て柳町や上田城跡公園で街歩きをする	2022-02-08
	36	[image: 松平忠固とは]	松平忠固とは	　松平忠固(1812年～1859年)は上田藩の第6代藩主(上田城主に直すと真田昌幸から数えて11代目)で、日米和親条約と日米修好通商条約の調印時に老中を務めた人物である。最初の老中就任時は「忠優(ただます)」という名で、二度目の時は「忠固(ただかた)」に改名している。
忠固は終始一貫して開国と交易を主張し、徳川斉昭や井伊直弼と対立しながらも二つの条約の調印を断行した。その一方で、養蚕業を推進して海外輸出の地盤を固め、日本経済の礎を築いた。	2022-02-08
	37	[image: 学生による地域キュレーション2021：全部①～⑱]	学生による地域キュレーション2021：全部①～⑱	▼地域キュレーション発表会記録
★テーマ①「上田と観光」(発表者：り)
★テーマ②「上田市と松川村の手当・補助の比較」(発表者：飯沢)
★テーマ③「塩田平をめぐる」(発表者：オガサカ)
★テーマ④「上田の歴史にふれる」(発表者：崔)
★テーマ⑤「山道を	2022-02-08
	38	[image: 上田紬について②]	上田紬について②	上田の気候や風土は養蚕に適しており、古くから養蚕が盛んであった。
上小地方の蚕糸業は江戸中期を過ぎる頃から、１つは養種製造、もう一方は生糸生産へと重点が移っていった。江戸中期にすぐれた繰糸技術が取り入れられ、良質の生糸が生産されるようになった。その結果蚕種・生糸の生産で十分な利益を挙げることができるのであれば、手間のかかる機織をする必要はない。このようにして幕末期に近づくに従って、上小地方の上田紬・上田縞の生産は減少していった。
このように作り手の減少により希少価値が高まり、結城紬などは高価なものがあるが、値段に関係なく基本的にはやはり街着の扱いになる。	2022-02-08
	39	[image: 地域キュレーション⑰「上田城と城下町の魅力」(信州上田学A2021)]	地域キュレーション⑰「上田城と城下町の魅力」(信州上田学A2021)	
▲クリック/タップして発表動画をご覧ください。

地域キュレーション「上田城と城下町の魅力」
(マイテーマ公開ページにリンク)
発表者(学生)：ハヤト(発表者のマイサイトにリンク)
長野大学／信州上田学Ａ2021発表会(2022/02/02オンライン実施)

（科目担当：前川道博＠長野大学）	2022-02-08
	40	[image: 地域キュレーション⑩「上田城の歴史」(信州上田学A2021)]	地域キュレーション⑩「上田城の歴史」(信州上田学A2021)	
▲クリック/タップして発表動画をご覧ください。

地域キュレーション「上田城の歴史」(マイテーマ公開ページにリンク)
発表者(学生)：あやか(発表者のマイサイトにリンク)
長野大学／信州上田学Ａ2021発表会(2022/02/02オンライン実施)

（科目担当：前川道博＠長野大学）	2022-02-08
	41	[image: まとめ]	まとめ	上田城を観光して、地域の歴史を知り、代表的な場所をめぐり、改めて真田氏について学べた。 上田創造館では、農具や再現された鍛冶屋の職場や農家の暮らしや商家の生活を垣間見れた。日本史の教科書にでできた現物をみれて楽しめた。 信州大学繊維学部では、上田地域では養蚕業が盛んだったことが登録有形文化財が現存することによって、実感した。また、天皇陛下が訪れたことに驚いた。	2022-02-02
	42	[image: サントミューゼができる前]	サントミューゼができる前	サントミューゼは、昭和24～56に操業していたたばこ産業（株）の上田工場（JT）跡地だそうだ。JTから工場跡地の活用を上田市に打診し、再開発が行われ公共ゾーンとして建てられたのがサントミューゼだ。また、JT以前、上田が蚕都として栄えていた頃は金紡の上田工場だったらしい。上田市マルチメディア情報センターのYouTubeでは、当時の様子を見ることができる。工場で働く女性の姿、彼女らが広場でダンスする様子、少し映り込んだ上田城などが映像で記録してあった。	2022-02-02
	43	[image: 珍しい外観]	珍しい外観	上田城の付近にある学校の壁は、このように城壁風になっていることに気付いた。この学校に通う生徒はこういった面白いデザインのものをどう感じているのかが気になった。	2022-02-02
	44	[image: 成果報告（まとめ）]	成果報告（まとめ）	まとめとして現在開発中の上田市を舞台にするゲームの全貌を書いていきたいと思います！

タイトルは[上田で〇〇してみたら……！？]
形で進めていこうかなと思っています。

まず、そもそもなぜ上田探索をしていたのか？何が目的なのか？
それは、どういった魅力が、どういった地域資源があるのかを見たいためです。そして、せっかく住んでるんだから何かしら形にしたいなと思っております。
それがこのゲームとしての形になっているという訳です。
こういう物を通して自分の住んでる場所をしっていきたいなぁという思いもあります。

さて、このゲームの狙いや目的としては、｢上田といいうものに遊びつつ触れる｣というところです。
さらに考える要素も詰め込むため地域教育などでも活用できると考えています。

遊びつつ触れる	2022-02-01
	45	[image: 上田藩主居館]	上田藩主居館	　現在上田高校がある場所には、かつての真田氏以降、仙石氏、松平と続いた上田藩主の居館がありました。一般的に城主の御殿は城の本丸に設けられていますが、上田城は徳川家に恨みを買っていた歴史的背景があり、三の丸とはいえ城の中心からだいぶ離れた場所に建てられました。同行東側の表門と、その両脇に続く土塀、堀、土塁は上田市の文化財に指定されています。	2022-01-31
	46	[image: ため池と防災]	ため池と防災	地震によって堤体に亀裂が入ったり、大雨によって水位が上昇したりして、決壊の危険性が高まることがある。これに対して、上田市はハザードマップを出している。ため池ハザードマップ|上田市ホームページまた、ため池は減災にも役に立っている。保水能力が高く、洪水を防いだり、土石流をせき止めたりすることもある。

実際に大雨被害では平成16年の台風23号によって淡路島だけで1013箇所のため池が被災し、内178か所が決壊してしまった。地震では平成23年の東日本大震災では、3700か所のため池が被災し、被害額約400億円の被害を出した。

参考
ため池の災害事例から見た減災機能と維持管理|茨城大学農学部毛利栄征
	2022-01-30
	47	[image: 3　坂井村とは]	3　坂井村とは	画像は市町村合併前の2005年10月1日時点の坂井村所在置
引用：http://mujina.sakura.ne.jp/history/20/index2.html
（2022年1月29日閲覧）

坂井村は1874年（明治8年）11月12日に筑摩県筑摩郡永井村・安坂村が合併し誕生した。

松本盆地と長野盆地の中間に位置する筑北盆地（麻績盆地）の最東端に位置する。

昔話「うばすて山」が有名で、姨捨伝説がある冠着山（かむりきやま）・別名 姨捨山（おばすてやま）をはじめとした1000m級の山々に囲まれており、村の中心に位置する坂井小学校や村役場周辺は標高640ｍほどである。
（長野大学の標高はおよそ470m）

2005年10月11日に本城村・坂北村と合併。現在の筑北村が発足し、坂井村は廃止された。
廃止時のデータ
面積：37.41㎢　総人口1,515人
村の木：ミズナラ　	2022-01-29
	48	[image: 上田紬について①]	上田紬について①	〇紬とは
紬とは、紬糸を平織りにした絹織物で作られた着物のこと。 絹特有の光沢を持つ生糸とは違い、紬糸で織られた生地は落ち着いた光沢と凹凸のある表面で独特の風合いがある。 丈夫で軽く、普段着やちょっとしたおしゃれ着におすすめな着物で、最初はかっちりとした着心地ですが、着慣れるほどに柔らかく馴染んできます。簡単に言うと、糸を先に染めたあとに布を織る絹織物でかつ、カジュアル
用のきもののことです。

〇上田紬の魅力
目の細かい糸使いでしっかりと織り込まれていて丈夫で強い。縞・格子柄が多く、　シンプルで飽きのこないデザインで江戸時代から織り継がれている。また、大島紬や結城紬と並ぶ日本の三大紬として知られ、紬の中でも軽くて丈夫なことから全国で広く愛用されてきた。


〇上田紬の歴史
今から	2022-01-27
	49	[image: 上田電鉄株式会社の沿革]	上田電鉄株式会社の沿革	・大正5年9月17日　丸子鉄道株式会社 設立
・大正9年1月5日　上田温泉軌道株式会社 設立
・昭和14年8月30日　商号変更 上田電鉄株式会社
・昭和18年10月21日　丸子鉄道株式会社と上田電鉄株式会社合併（商号 上田丸子電鉄株式会社）
・昭和44年5月31日　上田丸子電鉄株式会社を上田交通株式会社に商号変更
・昭和47年6年30日　城下駅を無人化
・昭和47年7月7日　中塩田駅を無人化
・昭和61年9月30日　上田原駅無人化
・平成17年10月3日　上田交通株式会社より分社 上田電鉄株式会社 設立


このように、上田電鉄株式会社は路線の縮小などにより会社規模を小さくしたり、子会社を合併したりと時代によって進化してきた。現在は東急グループの傘下に入っている。

[参考文献・写真]
上田電鉄株式会社ホームページ
https://www.uedadentetsu.com/	2022-01-27
	50	[image: イナゴ入手方法！]	イナゴ入手方法！	昔に比べて少なくなってきたイナゴ。
すぐに食べたい人必見手に入れられる場所を紹介します！

〈上田地域〉
・道の駅
・上田駅(画像は上田駅で売られているものです)
・ツルヤ
・BIG

〈その他売られている県〉
・群馬などの内陸地
・茨城・東京
・新潟(イナゴソフトが販売)	2022-01-27
	51	[image: 上田地域の地形概要]	上田地域の地形概要	上田地域の地形は、太郎山や小牧山に囲まれたほぼ三角形の盆地地形となっており、「上田盆地」とも言われている。上田盆地の標高は約400～500メートルである。

市内には、千曲川が流れているが、地殻変動によって湖水が干上がり、千曲川が流れるようになった。

市の中心市街地は、千曲川沿いの低平地に立地している。その低平地のなかでも、千曲川沿いに千曲川河床から比べて、数ｍ～数十ｍ程度の急な崖も存在しており、その崖の上に上田城跡、市役所、学校などが立地している。低平地と言えど、少し離れただけで急な崖となっている、上田地域の特徴的な地形であると言える。


参考文献
・上田地域千曲川自然電子図鑑　上田地域の地形・地質

・	2022-01-26
	52	[image: 別所線の今と昔の比較(１)]	別所線の今と昔の比較(１)	この写真は1927年に開通された北東線上田の公園前駅を写したものです。現在は、上田城跡公園のけやき並木となっています。
[参考文献・写真]
上田市ホームページhttps://www.city.ueda.nagano.jp/site/besshosen/5563.html	2022-01-27
	53	[image: 上田ぶたひつじ]	上田ぶたひつじ	上田駅お城口から徒歩5分のところにあるジンギスカン・サムギョプサル専門店です！

他にも韓国料理などがたくさんあり、とても美味しかったです(^^♪	2022-01-27
	54	[image: Cafe bosso]	Cafe bosso	上田駅お城口から徒歩5分のところにあるカフェです。

外観・店内共にオシャレな空間でした(^^)	2022-01-26
	55	[image: 上田紬とは]	上田紬とは	紬とは、紬糸を平織りにした絹織物で作られた着物のことである。
上田紬は大島紬・結城紬と並ぶ日本の三大紬として知られている。
絹特有の光沢を持つ生糸とは違い、紬糸で織られた生地は落ち着いた光沢と凹凸のある表面が独特の風合いを醸し出している。
作り手の減少により希少価値が高まっているが丈夫で軽く、値段に関係なく基本的には街着の扱いとされている。そのため、普段着やちょっとしたおしゃれ着におすすめな着物。

参考文献

https://docs.google.com/document/d/1xn4eb17SZiy6jdQkwIaHX_4cSMqIi7j1lhCLMud9r7s/edit
https://www.city.ueda.nagano.jp/site/kankojoho/5580.html

https://ichiri-mall.jp/shop/c/cAB/#:~:text=%E7%B4%AC%E3%81%A8%E3%81%AF%E3%80%81%E7%B4%AC%E7%B3%B8%E3%82%92,%E3%81%AB%E6%9F%94%E3%82%89%E3%81%8B%E3%81%8F%E9%A6%B4%E6%9F%93%E3%82%93%E3%81%A7%E3%81%8D%E3%81%BE%E3%81%99%E3%80%82

https://www.city.ueda.nagano.jp/s	2022-01-26
	56	[image: 上田紬とは]	上田紬とは	紬とは、紬糸を平織りにした絹織物で作られた着物のことである。
上田紬は大島紬・結城紬と並ぶ日本の三大紬として知られている。
絹特有の光沢を持つ生糸とは違い、紬糸で織られた生地は落ち着いた光沢と凹凸のある表面が独特の風合いを醸し出している。
作り手の減少により希少価値が高まっているが丈夫で軽く、値段に関係なく基本的には街着の扱いとされている。そのため、普段着やちょっとしたおしゃれ着におすすめな着物。

参考文献

https://docs.google.com/document/d/1xn4eb17SZiy6jdQkwIaHX_4cSMqIi7j1lhCLMud9r7s/edit
https://www.city.ueda.nagano.jp/site/kankojoho/5580.html

https://ichiri-mall.jp/shop/c/cAB/#:~:text=%E7%B4%AC%E3%81%A8%E3%81%AF%E3%80%81%E7%B4%AC%E7%B3%B8%E3%82%92,%E3%81%AB%E6%9F%94%E3%82%89%E3%81%8B%E3%81%8F%E9%A6%B4%E6%9F%93%E3%82%93%E3%81%A7%E3%81%8D%E3%81%BE%E3%81%99%E3%80%82

https://www.city.ueda.nagano.jp/s	2022-01-26
	57	[image: 上田紬とは]	上田紬とは	紬とは、紬糸を平織りにした絹織物で作られた着物のことである。
上田紬は大島紬・結城紬と並ぶ日本の三大紬として知られている。
 絹特有の光沢を持つ生糸とは違い、紬糸で織られた生地は落ち着いた光沢と凹凸のある表面が独特の風合いを醸し出している。 
作り手の減少により希少価値が高まっているが丈夫で軽く、値段に関係なく基本的には街着の扱いとされている。そのため、普段着やちょっとしたおしゃれ着におすすめな着物。

参考文献

https://docs.google.com/document/d/1xn4eb17SZiy6jdQkwIaHX_4cSMqIi7j1lhCLMud9r7s/edit
https://www.city.ueda.nagano.jp/site/kankojoho/5580.html

https://ichiri-mall.jp/shop/c/cAB/#:~:text=%E7%B4%AC%E3%81%A8%E3%81%AF%E3%80%81%E7%B4%AC%E7%B3%B8%E3%82%92,%E3%81%AB%E6%9F%94%E3%82%89%E3%81%8B%E3%81%8F%E9%A6%B4%E6%9F%93%E3%82%93%E3%81%A7%E3%81%8D%E3%81%BE%E3%81%99%E3%80%82

https://www.city.ueda.nagano.jp	2022-01-26
	58	[image: 石湯(いしゆ)真田幸村公隠しの湯について]	石湯(いしゆ)真田幸村公隠しの湯について	石湯は真田幸村公隠しの湯とも言われています。
大河小説「真田太平記」に、別所の湯がしばしば登場します。

物語の仲で重要な位置を占める向井佐平次が真田幸村と初めて逢うのも、その幸村が女忍者の、お江（こう）と結ばれるのも別所の岩の間から湧きだす温泉の白い湯気の中だったそうです。

そして、関ヶ原の合戦には真田の忍者草の者達が、別所の里に身を潜めて上田城に篭城する昌幸親子をじっと見守っていたそうです。

今も豊かに岩の間から湧きだす温泉の石湯は真田氏にとって真田氏にとって大切な隠し湯だったそうです。 

その前に建つ「真田幸村公隠しの湯」の票石は真田太平記の作者、池波正太郎氏の筆の物だそうです。	2022-01-26
	59	[image: 手洗池（てあらいけ）]	手洗池（てあらいけ）	手洗池には二つの名前の由来がある。こららを紹介したいと思う。

昔、柳沢村（現上田市古安曽）に幹が6メートルもある大きなけやきの木がありました。ある秋、このけやきの木の枝が折れてしまい、村人は何か変わったことが起きるのではないかと心配していました。すると翌年の夏、すさまじい嵐が起こりました。このため山のほとんどの木が風や落雷のために倒れてしまい、村人は途方に暮れました。さらにこの年も大きなけやきの木の枝が折れてしまい、その翌年もまた大荒れに見舞われました。村人たちは、大きなけやきのせいではないかと考えるようになり、どのようにしたらよいか考えていました。
ちょうどその時、木曽義仲に仕えていた手塚太郎金刺光盛という人が、丸子のお城から手塚へ帰る途中、柳沢を通られましたので、相談した	2022-01-26
	60	[image: 上田紬に「興味を持ってもらう」]	上田紬に「興味を持ってもらう」	上田紬に興味を持ってもらうために、「上田紬を軸とした旅行プラン」を提案します。

・新幹線代（出発地が北陸新幹線沿線の場合）＋着付け代（ゆたかやさんに依頼）（＋宿泊の場合ホテル代）を込みにしたプラン
・紬割：対象店舗・スポットに紬姿で行くと割引などのサービスを受けられるようにする。旅行客に「上田紬でめぐる」おすすめスポットを載せた地図をプレゼントし、掲載地が紬割対象。地図は上田駅・上田城周辺、別所温泉を中心に作成。
・オプションとして＋1000円で別所線の1日フリーパス
・Instagramの活用：Instagram広告の利用、「＃上田紬」キャンペーン（＃上田紬をつけてに上田紬に関する写真を投稿してくれた人の中から抽選でギフト券や上田市ゆかりの品をプレゼント）

☆多くの人、特に若い世代に上田紬を知ってもらう	2022-01-26
	61	[image: 千曲川を駆けた戦国武将]	千曲川を駆けた戦国武将	千曲市の上流、佐久・小諸地域は、武田信玄のゆかりの地が多いです。

佐久市新海三社神社は武神が祀られており、信玄が箕輪城攻めをする際、祈願文を奉納したり、川中島合戦前に戦勝祈願した生島足島神社があります。ここの神社は、家内安全、健康長寿、安産祈願などの御利益があり、結婚式を挙げる方もいらっしゃいます。


続いて、甲斐の武田信玄が、越後の上杉謙信と覇を争った、5回、12年にわたる戦いの中で、信玄が戦勝を祈った寺社についてです。

川中島合戦の1回目の戦いは、天文22年(1553)、長野市布施、続いて千曲市八幡で行われ、この「布施の戦い」で信玄は後退する。このとき、上杉謙信が攻略した千曲市荒砥城は、現在史跡公園として整備されています。

3回目は、弘治3年(1557)長野市上野原で行われ、戦の前に、謙信は千	2022-01-26
	62	[image: 進捗報告]	進捗報告	上田のゲームを作っているという話ですが、一応ゲームのシステムだけはできあがりました！


ゲームの流れ

開始前
職種(販売、作成、行政、労働)・スタートの駅を決める
資金1万からスタート
↓
(1周目以外スタート時にイベント)
↓
行きたい駅にいったり、働いたり制限時間内に自由に行動できる
(駅は実際の時間に比例
働くのは1回につき持ち時間の25％消費)
この時に、街にあるクエストみたいなのを町民から受けられる
(何があるかはランダム
受けたら完了・放棄するまで消えないが1周で交換される)
このクエストを完了していくと評価が上がって一定以上でその地区の駅を占領出来る
↓
エンド、次の人

職種
販売→物を仕入れて売る職業
物の売り買いに長けているため、物を買う時にその時の値段の10分の1の数値の割引をされる
(	2022-01-26
	63	[image: 比較から見る上田市工業の強み]	比較から見る上田市工業の強み	上田市の隣には、機械・金属工業の中小企業を中心とし、優れた技術力を持つ坂城町がある。工業の分野が似ている両市町には、どのような違いがあるのか。
今回は坂城町と上田市それぞれの工業統計調査を参考にし、それらを比較するための指標として、平成30年における両市町の[①事業所数②従業者数③製造品出荷額④現金給与総額]四つを用いてみた。

《上田》　　　　　　　　《坂城》
① 390事業所数　　　　　 204事業所数
② 18890人　　　　　　　 6068人
③ 52,667,396万円　　　　22,748,130万円
④  9,066,947万円　　　　 2,874,596万円

上記からもわかるように、精密機器や機械・金属という主要製品が同じでも、上田の方が製造品出荷額と現金給与総額が高い。これは事業所数・従業者数が上田の方が多いことに加え、大企業の工場を有していたり	2022-01-25
	64	[image: 美味だれの波及と影響]	美味だれの波及と影響	2011年４月に開店した大型ショッピングセンター「アリオ上田」内で販売を始めたイトーヨーカドー上田店では当初、全国のヨーカドー店舗でトップの焼き鳥販売本数を記録した。注文が増えている飲食店もあり、認知度が高まりつつあるようだ。

ヨーカドー上田店は、実行委の協力で開店前に商品の試食会を開くなど、販売に力を入れている。同店によると、美味だれ焼き鳥の１日の売り上げ本数は、上田駅前（お城口）にあった旧上田店の焼き鳥の約１５倍、全国平均の約４・５倍と好調さが続いている。	2022-01-25
	65	[image: 上田藩の死者数、正福寺の千人塚]	上田藩の死者数、正福寺の千人塚	千曲川流域には、「戌の満水」の流死者供養塔が幾つも残されている。それには２種類ある。一つは、多くの犠牲者を出した現地に建てられたもの、もう一つはたくさんの流死者が流れ着いて埋葬された場所に建てられたものだ。千曲川の上流では、上畑村（佐久穂町・２４８人）小諸城下（小諸市・５０７人）所沢川流域の金井村（東御市・１３０人）田中宿・常田村（東御市・６８人）などで多くの流死者を出した。そして、まず大量に流れ着いたのが、上田だった。
「千曲川も上田まで来ると、流れが緩やかになる。上流から流されてきた死体が上田に流れ着いた。上田藩主の命令で段丘上の秋和の正福寺の門前に引き上げ、埋葬して、後に碑を建てた。それが千人塚と呼ばれている。また正福寺境内には石造地蔵尊があり、縁者がたくさん亡くなっ	2022-01-24
	66	[image: 江戸の上田（『上田古地図・絵図デジタルアーカイブ』）]	江戸の上田（『上田古地図・絵図デジタルアーカイブ』）	江戸時代の上田を知るためにまずは『上田古地図・絵図デジタルアーカイブ』を閲覧した。天正の図は確かなものが見いだされていないそうだ。この頃は河が目立ち、寛永のの図では侍町というものが登場している。正保になると上田城の形がよく見えるようになっている。時代が進むにつれて図の見やすさも表れ面白かった。	2022-01-21
	67	[image: create大洗への参加]	create大洗への参加	現在茨城県の大洗町において研究を行っている私ですが、この度create大洗という町主催の地域活性化イベントに参加することになりました。

このcreate大洗とは、大洗町が現在抱えている課題に対し、様々な経歴を持つ人々がワークショップという形でその課題の解決を目指すというものです。

私は今回「通年人が訪れるビーチの魅力」というテーマに参加しています。周囲の方たちは皆様社会人の方なので大学生だからこそのモノの見方でこの課題に関われたらなと思っています。

多様な人々と接することは非常に学べることが多くこの貴重な機会を活かせるよ云うに頑張っていきたいと思います。	2022-01-18
	68	[image: アリオ上田前の無電柱化の工事写真]	アリオ上田前の無電柱化の工事写真	　これは上田のアリオ前の交差点を撮影したものである。前回は別所線の城下駅から赤坂上駅の間で電柱の地中化について触れたが、今回は少し離れた上田のアリオ前でもやっていたことからこの工事は一部分の電線の地中化ではなく大規模な工事なのではないかと思った。そのため、インターネットを使い上田市の電柱の地中化について調べてみると上田市が公式に出している計画案を見つけることが出来た。
　電線の地中化の工事は写真のように一度あった歩道や道路を掘り返して設置していくため、多くの手間と時間がかかる。	2021-12-22
	69	[image: 標高605m]	標高605m	上田駅発の菅平線バスに乗り、揺られること20数分…
スポットライトに照らされた「幸村の里」の大きな看板を目印に、降車を決意しました。

降りたのは「殿城口」というバス停でした。

この写真は、歩道を歩いていて目に入ってきた看板を撮影したものです。上田市は上り坂も下り坂も多く、山の上にいる事を体感しますが、こうして看板を見ると、より山の上にいることを実感します。	2021-12-15
	70	[image: 上田城散策② 本丸東虎口]	上田城散策② 本丸東虎口	上田城後のシンボルとされ、昭和34年に長野県宝に指定されているという本丸東虎口。そう言われているだけあって迫力がすごかった。	2021-12-21
	71	[image: 上田城散策① 真田石]	上田城散策① 真田石	大きな石垣が目を引く真田石。真田信之が父の形見として持って行こうとしたが微動だにしなかったという言い伝えがあるそう。どこの石垣を見てもそうだが、どういった技術で石をこんなに高く積んだのかとても気になる。	2021-12-21
	72	[image: 上田駅お城口]	上田駅お城口	上田駅といえば、真田氏ゆかりの六文銭マークのイメージが強いと思います。駅前の広場には真田幸村の騎馬像もあります。馬にまたがる勇ましい姿が印象的です。
周辺には中国寧波市から寄贈された石刻獅子像や、上田駅再開発のモニュメントとして作られた水車などがあります。どれも上田駅のシンボルとして親しまれています。	2021-12-21
	73	[image: 「上田市の主な工業」まとめ]	「上田市の主な工業」まとめ	今回、上田市内における十の企業を調査気づいたことをまとめていきたいと思う。

まず一つは、やはり機械・精密機器製造が盛んであったということだ。上田市は隣接する坂城町同様に機械・精密機器を工業の強みとしているという情報は調査前に持っていたが、実際に具体的な企業を通じて知ることができた。逆に、針や食料品などの製造にも大きな役割を持っているということも確認でき、多様性も見ることができた。
次に、全国、または世界に展開する企業が複数あったということだ。上田という地から多くの製品が広がりを見せていくというのは、上田で学ぶ人間として驚きであり、誇らしいことでもあった。

今回は数多く存在する中小企業に触れることができなかったために調査結果としては物足りなさがあるが、上田市の工業における一般	2021-12-20
	74	[image: 《上田市に主力工業を置く企業④》エスビー食品株式会社]	《上田市に主力工業を置く企業④》エスビー食品株式会社	関連会社など(国内)：県内二つ・東京・北海道・岩手・宮城・千葉・埼玉・神奈川・新潟・静岡・愛知・石川・大阪・広島・岡山・香川・福岡・鹿児島・沖縄

主力製品：食料品
スパイス＆ハーブ・香辛料
カレー・シチュー・ハヤシ
パスタ・その他麺類
中華・エスニック
紅茶
ジャム・タルト
インスタント食品
ぬか漬けの素
フレッシュハーブ
健康食品


参考資料
S＆B ヱスビー食品株式会社(https://www.sbfoods.co.jp/) エスビー食品株式会社　代表取締役社長　小形 博行　　2021/12/13参照	2021-12-20
	75	[image: 《上田市に主力工業を置く企業②》長野計器株式会社]	《上田市に主力工業を置く企業②》長野計器株式会社	関連会社など(国内)：県内四つ・東京・北海道・宮城・埼玉・千葉・神奈川・静岡・愛知・富山・滋賀・大阪・香川・広島・福岡

主力製品：圧力計や圧力センサを中心とする各種センサなどの精密機器


参考資料
長野計器コーポレートサイト(https://www.naganokeiki.co.jp/)長野計器株式会社　代表取締役社長　佐藤 正継　　2021/12/13参照	2021-12-20
	76	[image: 《上田市に主力工業を置く企業①》山洋電気株式会社]	《上田市に主力工業を置く企業①》山洋電気株式会社	関連会社など(国内)：県内三つ・東京・北海道・宮城・栃木・山梨・石川・静岡・愛知・京都・大阪・広島・福岡
関連会社など(国外)：中国・台湾・韓国・タイ・インド・シンガポール・ジャカルタ・アメリカ・フランス・ドイツ

主力製品：精密機器
・クーリングシステム(冷却ファン，ファンユニットなど)
・パワーシステム(太陽光発電システム用パワーコンディショナ，無停電電源装置 (UPS)など)
・サーボシステム(サーボモータ・アンプ，ステッピングモータなど)


参考資料
山洋電気株式会社 (https://www.sanyodenki.co.jp/)　山洋電気株式会社　代表取締役会長　山本　茂生　　代表取締役社長　児玉　展全　　2021/12/13参照	2021-12-20
	77	[image: [上田市に本社を持つ企業⑥]松山株式会社]	[上田市に本社を持つ企業⑥]松山株式会社	関連会社など(国内)：県内三つ・北海道・宮城・栃木・岡山・熊本・宮崎

主力製品：水田や畑の改良整備や耕起などの用途の作業機


参考資料
ニプロ 松山株式会社(https://www.niplo.co.jp/) 松山株式会社　取締役社長　松山　信久　　2021/12/13参照	2021-12-20
	78	[image: [上田市に本社を持つ企業⑤]株式会社シーティーエス]	[上田市に本社を持つ企業⑤]株式会社シーティーエス	関連会社など(国内)：県内二つ・北海道・岩手・宮城・山形・福島・茨城・栃木・群馬・千葉・東京・新潟・富山・石川・山梨・岐阜・静岡・愛知・三重・京都・大阪・兵庫・広島・福岡・熊本・宮崎・鹿児島・沖縄

主力事業：ITインフラ・工事など
・デジタルデータサービス事業　(建設業向けクラウドストレージサービスを軸とした、建設現場向けITインフラシステムの提供)
・測量計測システム事業 
・ハウス備品事業(ユニットハウス・オフィス備品や空調機能などのレンタル、販売)
・環境安全事業(道路標示・標識等の交通安全に係わる事業と、公園施設等の環境安全に係わる事業)


参考資料
会社概要｜株式会社シーティーエス(https://www.cts-h.co.jp/company/data/) 株式会社シーティーエス　代表取締役社長　横島 泰蔵　　2021/12/13参照	2021-12-20
	79	[image: [上田市に本社を持つ企業④]アート金属工業]	[上田市に本社を持つ企業④]アート金属工業	関連会社など(国内)：県内三つ・愛知・大阪
関連会社など(国外)：ドイツ

主力製品：ピストン(自動車のエンジンなど内熱機関において、熱エネルギーを運動エネルギーに変換する部品)


参考資料
アート金属工業　公式企業サイト (http://www.art-piston.co.jp/) アート金属工業株式会社　代表取締役社長　三城　伸五　　2021/12/13参照	2021-12-20
	80	[image: [上田市に本社を持つ企業②]日置電機株式会社]	[上田市に本社を持つ企業②]日置電機株式会社	関連会社など(国内)：県内三つ・宮城・石川・埼玉・東京・神奈川・静岡・愛知・大阪・広島・福岡
関連会社など(国外)：アメリカ・中国・シンガポール・タイ・韓国・インド・ドイツ・台湾・アラブ首長国連邦・インドネシア

主力製品：電気計測器
・自動試験装置（基板検査装置）
・記録装置（データロガー、メモリハイコーダ、デジタルオシロスコープ）
・電子測定器（LCRメータ、電力計、耐圧試験器など）
・現場測定器（クランプメータ、テスタ、絶縁抵抗計など）


参考資料
日置電機株式会社-Hioki(https://www.hioki.co.jp/jp/) 　日置電機株式会社　代表取締役社長　岡澤 尊宏　　2021/12/13参照	2021-12-20
	81	[image: 柳町]	柳町	柳町が面する通りは北国街道といい参勤交代の大名や佐渡金山の金の通路、庶民の善光寺参りの参道として賑わったそう。

柳町のホームページによれば、真田信之が藩主になってからの『元和年間上田城図』には柳町の名前が掲載されているそうだ。（https://yanagimachi-ueda.jp/history）	2021-12-20
	82	[image: 仙石氏と松平氏の歴史]	仙石氏と松平氏の歴史	　仙石氏は三代から五代目の上田城の城主を務めました。三代目城主の仙石忠政が関ヶ原の戦い後に破却された上田城を再建させ、現存する西櫓もこの時に建てられた貴重なものとなっています。
　松平氏は六代から十二代目までの城主を務めました。その間実に１６０年余りであり、上田城の歴史の半分以上が松平氏が治めていたことになります。主に千曲川の洪水によって破損したがけの石垣の設置や、地震による石垣と櫓の修復工事などが行われていました。	2021-12-17
	83	[image: 柳町]	柳町	　上田城築城とともに作られた城下町であり、旧北国街道沿いの江戸時代のころからの面影が残る街並みになっています。現在ではお酒や味噌などのご当地名産品を扱っている店が多くあります。上田城から歩いて10分ほどの距離のため、お城への観光のついでに寄ってみるのもいいでしょう。	2021-12-17
	84	[image: ｢赤い鉄橋｣]	｢赤い鉄橋｣	今回はあの別所線の上田から城下間を結ぶ｢赤い鉄橋｣について書いていこうかなと思っています。

僕の印象では別所線の区間の一部という認識では無く、もう独立した名所という印象を受けています。

そう印象づけた原因はついこの間まであの橋は使えない状態だったのに別所線は運行していたからな気がします

豪雨によって被害を受けてしまった橋ですが、別所線は交通における車に並ぶ人権といっても差し支えないと思います。その一部が通れなくなりましたがなんとか復活してココだけがピックアップされたような状態の時にこっちに僕は来たもんですから、それがファーストインプレッションとしてすり込まれたんでしょうね。

たまにアリオに行くんですが、時々橋の写真を撮ってる人を見かけるのでそこそこの人気もうかがえます。	2021-12-15
	85	[image: 人が集まれる大きな施設]	人が集まれる大きな施設	突然なんですけどサントミューゼってすごいいいですよね
なんでかっていうと、入学式だったりで人を大勢入れられるキャパシティがあるから。

僕も入学式と講義で何度かお邪魔させていただいたんですが、大ホールの他にスタジオだったり練習室だったりいくつも部屋があるんですよね
しかも美術館も併設されてるから何度行っても飽きることが無い場所ですよね

集まれる場所って、一体感が生まれたり、そこを中心に網が広げるみたいなことが出来る｢拠点｣的な役割を果たしてくれると私は考えているので、地域資源の中で実は｢建造物｣っていうカテゴリでくくるなら城とかよりも重要な位置づけにあるんじゃないのかなって最近は思ってますね。	2021-12-15
	86	[image: ああ、感激の優勝旗（『西塩田時報』第204号(1940年10月31日)6頁）]	ああ、感激の優勝旗（『西塩田時報』第204号(1940年10月31日)6頁）	この資料は、上田市営運動場という場所で行われた体育大会の様子を記している。上田市営運動場という場所を調べて見たがどの施設のことを指しているのかがハッキリしなかった。というのも、この運動会が開催された昭和15年（1940年）には上田城跡公園陸上競技場はあったが、当時から陸上競技場という名で呼ばれていたと思われるため（勝俣英吉郎の銅像に記されている碑文に陸上競技場と記されていることから）、運動場という名前で新聞に載せるかどうかが怪しいと判断したためである。この体育大会では現在も競技として残っている100M走や800Mリレーの他に、バトンの代わりに俵を用いたリレーや手榴弾投という現在にはあまり聞かない競技が記されている。

現在の新聞では大会が開催されたことを掲載する際は、結果しか載せないことが多い	2021-12-13
	87	[image: 上田城]	上田城	上田城の写真です。	2021-11-30
	88	[image: 地域キュレーション「上田探検」2021]	地域キュレーション「上田探検」2021	信州上田学A（2021年度後学期）の地域キュレーション課題「上田探検」に取り組んだ学生たちのアウトカムをご紹介します。

	上田とコンテンツツーリズム (りった)
　上田の観光事業への取り組みを知り、よりよい策を考える。
	別所温泉めぐり (あゆ)
　別所温泉街を巡り、気になるスポットを撮影する。
	塩田平をめぐる (オガサカ)
　別所温泉がどのような場所であるのか、歴史的背景や、地理的な側面から見たい。
	上田の歴史にふれる (崔)
　昔の上田は何があって、何をしていたのかを探求し今後の活動に活かす。
	

	2021-11-17
	89	[image: 柳町]	柳町	城下町だった頃を想像できる景観。350年の歴史がある酒蔵から、東京からやってきた天然酵母のパン屋さんまで古いものも、新しいものも景観として上手く溶け込んでいた。店の看板には、上田の農民芸術「こっぱ人形」が使われていて、こだわりを感じた。また、橋は生活圏と生活圏を繋げているものだと思った。	2021-11-17
	90	[image: 大手門公園]	大手門公園	上田城から市役所方面に歩いて約10分のところにある小さな公園です。滝と紅葉が織りなす風景はまるで京都を思わせるような雅な雰囲気が漂わせていました。街歩き一番のお気に入りスポットです。	2021-11-15
	91	[image: 上田城]	上田城	上田城では紅葉がピークを迎えました。もみじが真っ赤に色づいていてとてもきれいでした。写真は本丸跡で撮影したものです。みなさんもぜひ足を運んでお気に入りの紅葉スポットを探してみてください。	2021-11-15
	92	[image: 塩田城跡前]	塩田城跡前	塩田城跡前に眺望の良い場所がありました。
ベンチや、駐車可能な場所もあり、たまに来て眺めたいと感じました。	2021-11-15
	93	[image: やぐら亭]	やぐら亭	お城下にある、信州蕎麦を食べることの出来るお蕎麦屋さん。お店の外観はお城みたいで、上田城の設計を模してみたそうだ。私はざるそばの並盛を注文したのだが、中盛にしようかとも迷った。

 しかし、「上田の蕎麦は量が多い」ということを思い出し、素直に並盛にした。注文の品が届き、お蕎麦を一口すすってみると、「うまい！」という言葉が口の中で頭の中でいっぱいになった。今まで生きてきた中でこんな経験は初めてだった。お蕎麦はとても細く、コシがあり、程よい濃さのつゆによく絡み、スルスルと食べられてしまう。量的には素直に並盛にして正解だったと思う。

 お店には、小さい子供からご老人まで幅広い年代の方々が食べに来ており、地元の人に愛されているお店なのだと感じた。これからお蕎麦を食べに行くとしたら「やぐ	2021-11-15
	94	[image: 上田城跡公園]	上田城跡公園	上田城の跡を核とした公園。春夏秋冬、季節の花が咲く。地元の人だけではなく、観光客も多く訪れる場所だ。広々とした公園で、ゆったりと過ごすことができる。追いかけっこをする子供、ベンチで談笑する人、写真を撮る人、歴史を楽しむ人、ジョギングする人…みんな自分なりの楽しみ方をしているのが、のびのびとしていていいなと思った。	2021-11-15
	95	[image: 上田城二の丸橋]	上田城二の丸橋	上田の名所、上田城で真っ先に観光客を迎えるのがこの二の丸橋。下は遊歩道になっているためくぐり抜けることも可能です。
かつて下を電車が運行していたというこの橋。下から仰ぎ見ればその大きさ、歴史を体感できるでしょう。	2021-11-15
	96	[image: 上田城下町絵図]	上田城下町絵図	こちらは仙石氏在城時代の上田城下町絵図。1702年制作のものだ。上田城のホームページからアーカイブを開けば様々な絵図を閲覧できる。	2021-11-15
	97	[image: 見逃していた場所]	見逃していた場所	上田城へは何度か訪れていたのだが、今回の散策で注意深く辺りを見回していると、上田城に遊歩道があることに気がついた。トンネルのようなものの奥には紅葉が広がり、写真に撮りに来ている方が多くいた。ここへ来るまで随分とかかったので、写真のベンチで休んだ。	2021-11-14
	98	[image: 明治二十四年上田全図]	明治二十四年上田全図	この図面は、上田の町を印刷により表わした初期の地図だ。実測図ではないため、縮尺や距離感は不正確である。地図の周囲にとは、明治維新後の近代化した上田の姿を、建築物を中心に表している。「上田尋常小学校」「高等小学校（旧藩主屋敷）」、「上田女学校」、「上田停車場」、「第十九国立銀行」、「上田橋」などが見られる。図面の中央の上田城本丸には「松平神社」がある。また、本丸には櫓が2基残っていたことがわかる。二の丸は「監獄」となっている。また、大手門の堀が残存していた。明治21年に鉄道の駅「上田停車場」（現在の上田駅の前身）が営業を開始するとともに、駅と「海野町」「原町」をつなぐ「松尾町」も開通した。	2021-11-14
	99	[image: 安政年間上田城下町絵図]	安政年間上田城下町絵図	松平氏在城時代の上田城下町絵図で、武家屋敷の屋敷割を中心に描かれている。基本的には元禄年間の上田城下町絵図と変わっていない。上田城の本丸については「御本丸」と書かれているのみで省略されている。また、二の丸には、堀や石垣・土塁は描かれており、櫓や門などの建築物がない様子が分かる。
二の丸東虎口の外には、「文武学校」・「稲荷宮」がある。ここは、元禄年間の上田城下町絵図では、家臣の屋敷地だった。また、「御作事」と記載されている場所は、元禄年間の上田城下町絵図では「御中屋敷」だった。現在の清明小学校の敷地となっている。	2023-05-06
	100	[image: 元禄年間上田城下町絵図]	元禄年間上田城下町絵図	仙台氏在城時代の上田城下町絵図で、武家屋敷の屋敷割を中心に描かれている。上田城は、本丸については「御本丸」と書かれているのみで省略されている。また、二の丸は「二御丸」と書かれており櫓や門などの建築物がない様子が分かる。「御中屋敷」と記載されている場所は、現在の清明小学校の敷地となっている。「追手口」（大手口）からが城内だ。
城下町全体を見渡すと、城下町と家臣の屋敷は城の東側に偏っていいることが分かる。また、絵図の所々に赤く塗られた四角形の印があるが、これは、「番所」で、武家屋敷と町屋の境・藩主屋敷・お城の虎口（入口）などの要所に設置されている。	2023-05-05
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